
        敷 地 想 定 地 ： 東 京 都 国 分 寺 市 南 町

      容 積 率 ： 2 0 0 ％

    建 ぺ い 率 ： 6 0 ％

  敷 地 面 積 ： 4 , 1 3 6 m 2

最 大 高 低 差 ： 1 4 m
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集 合 住 宅

従来より、日本の伝統的な生活に欠かせない農業。そこでは家と農地とい

う物理的に隔たれた環境での生産活動が行われていた。本研究では、人々

が主として活動する空間に生産機能をもたせることを試み、それと同時に、

中心市街地における集合住宅の新たなあり方を考察した。

i. 挿入要素 ... 生産機能

ii. 提案

・全住戸に南向きの農地を設ける。 

・玄関から農地へと続く土間空間を設ける。 

・土間に面してキッチンを設ける。 

・住民が利用することのできる、共用のラウンジ及び、それに付随する調

 理場を設ける。

・屋上農地にはプランターを設置する軸組を設ける。
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Vol.A Vol.CVol.B
（延床面積） = （床面積） × 10 戸

           = 150m2 × 10 戸

           = 1,500m2 … ①

（農地面積） = 1,124m2 … ②

① + ② = 1,500m2 + 1,124m2 = 2,624m2

（容積率） = 2,624m2 ÷ （敷地面積） × 100％

         = 2,624m2 ÷ 4,136m2 × 100％

         = 63.4％

（延床面積） = （床面積） × 20 戸

           = 150m2 × 20 戸

           = 3,000m2 … ③

（農地面積） = 2,149m2 … ④

③ + ④ = 3,000m2 + 2,149m2 = 5,149m2

（容積率） = 5,149m2 ÷ （敷地面積） × 100％

         = 5,149m2 ÷ 4,136m2 × 100％

         = 124.4 ％

（延床面積） = （床面積） × 30 戸

           = 150m2 × 30 戸

           = 4,500m2 … ⑤

（農地面積） = 2,774m2 … ⑥

⑤ + ⑥ = 4,500m2 + 2,774m2 = 7,274m2

（容積率） = 7,274m2 ÷ （敷地面積） × 100％

         = 7,274m2 ÷ 4,136m2 × 100％

         = 175.8％

ボ リ ュ ー ム 検 討

　国分寺市の都市計画で定められている容積率 (200%) の範囲内でどのようなボリュームが敷地

に相応しいか模型と 3D モデルを作成し検討した。計画の主旨に照らし、農地は有効面積と捉え

て床面積相当に算入した。

本研究では、Vol.B を採用した

設置する農地による生産規模（Vol.C の場合）

例）南町 3丁目でトマトを栽培する場合

　　（農地面積合計） ＝ 2,774m2 ＝ 840.6 坪

　　（人口） ＝ 3,194 人

　　（1坪＝3.3m2 当たりの収穫量） ＝ 200 個

　　840.6 坪 × 200 個 ＝ 168,120 個（※4ヶ月サイクル）

　　168,120 個 × 3 サイクル ＝ 504,360 個

　　… 1 年間で収穫できる量

　　504,360 / 3,194 人 ＝ 約 158 個

　　1日当たりに変換すると、

　　「2～3 日に 1個トマトを受け取れる」

　　という割合になる。
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動 線 の 分 離

一 般 動 線

斜面地である対象敷地の上下 14m の高

低差を繋ぐ動線を設けた。イベント用

広場と直売所を介して、国分寺駅方面

と住宅地を貫く動線を生み出す。

住 民 動 線

住民用エントランスから斜面を覆うよ

うな形で動線を広げ、全通路には屋根

を設けた。動線上には、住民用ラウン

ジと共用で使用することができるキッ

チンスペースを計画した。

　かつて生産者・販売者・消費者の三者が互いを補い成り立ってきた日本の農業。現在それら

は崩れ、後継者不在、自給率低下等、数多の課題に直面している。食の楽しさ・豊かさを五感

に感じる農業の本質を伝えるため、建築が果たすことのできる役割を追求し、都市において三

者が出会うきっかけとなる場を設けたい。

　そこで本研究では、市街地の一角で営まれる生活に農業という要素を挿入することによる変

化を想定し、やがてはあらゆる年代の人々に農業が再び浸透するような原点回帰の発信拠点と

なる建築物の設計を目的とする。

研 究 背 景 ・ 目 的

Canada 258%

Australia 205%

France 129%

U.S. 127%

Japan 39%

カロリーベース総合食糧自給率

45%（2025 年の目標）

1人 1 日当たり国産供給熱量 (kcal)

1 人 1 日当たり供給熱量 (kcal)

×

100

　ここで「育つ」食物は人の一部となり人は都市の

一部となる。建築に生産・販売・消費という食の循

環を介在させることにより、住まう者と訪れる者に

生産と発信を機能させる。そうして、やがては都市

居住者に農業が再び浸透するような、原点回帰の発

信拠点となるものを創造した。都市部における農業

の発展あるいは農文化の継承に添って立つ、すなわ

ち「添立つ」建築となることを期待する。

農
agriculture

食
eating

住
house

・農地を建物に取り込むことで常に姿を変える。

・育つ食物は体の一部となり、社会の一部となる。

・都市農業の発展の手助けとなる。

・崖線の傾斜に沿って建つ。

育 つ

沿 建 つ

添 立 つ

- 都 市 計 画 -

　国分寺市の農業に関する都市計画では、

 「都市環境の根幹を成す農地は国分寺市の貴重な社

　会資源」

という基本方針を掲げ、農業に様々な機能をもたせ

ることで市を活性化させる要素としている。

生産機能

レクリエーション・コミュニティ機能

教育機能

防災機能

景観形成機能

市民の楽しみの場や多様な交流を育む場

市民に向けて安心・安全な食料の提供や

農作物活用による地域活性化等

子どもたちをはじめ幅広い人材を対象として

農業を通じた育成の場

大規模災害時の避難空間や大規模火災の延焼

防止など

都市にやすらぎと潤いを与え国分寺市らしい

歴史・文化的な空間を表現する

参照）

国分寺市「都市と農業が共生するまちづくりモデルプラン」

pp.21,(2009-3)
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- 国 分 寺 崖 線 -

　国分寺崖線と呼ばれる斜面地周辺は、住民の生活

の変遷とともに自然環境と歴史・文化が重なり合っ

た独特かつ豊かな環境を形成してきた。古来よりそ

の地形によって生まれた湧き水によって人々の生活

空間として利用されてきたが、高度経済成長期以降

の急激な市街化に伴う宅地開発などの影響により、

崖線本来の地形や湧水、雑木林は失われていく傾向

にある。本研究では、崖線を環境面での保全対象と

して捉え、周辺地域の再興を目指し研究を進めた。

- 概 要 -

　研究対象として、本来土壌の良い環境として栄え

てきた首都圏の中心市街地に着目し、現在に至って

も積極的に農業の推進を促している東京都国分寺市

を選定した。

　国分寺市はかつて武蔵国分寺として武蔵国の中心

という重要な役割をもつことで栄えていた。現在の

市内にも当時の寺院や庭園などが残り、隠れた歴史

の名所として知られている。また約 300 年前から続

く伝統的な農家も多く存在することから、本研究の

対象地域に選定した。

- 農 地 ・ 緑 地 に 関 し て -

○多摩地域の他の市町村に比べても農地が多く残さ

　れている

　→　特に農産物の畑とともに植木の圃場による地

　　　域固有の広がりのある農地景観が特徴

○市内の農地は国分寺駅周辺の市街地を除くほぼ全

　域に分布　　　　

　→　農地 163.5ha( 平成 22 年 1 月 ) のうち、

     133.1ha（約 80％）が生産緑地に指定

○国分寺崖線下の地域では、斜面緑地を背景とした

　畑地の景観が特徴

- 野 川 -

　武蔵野台地の南端を流れる野川は国分寺市に源流

を有し、国分寺崖線下に沿って、小金井市・三鷹市

・調布市・狛江市を貫流し、世田谷区で多摩川に合

流する全長約 20km の一級河川である。

　かつて小金井市の野川沿いは田んぼが広がり、国

分寺崖線の湧水や森林等により湿地や植生帯など多

様な自然環境が広がっていた。現状では沿川の市街

化や土地利用の変化により、国分寺崖線同様、自然

環境の多様性は大きく損なわれている。
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都 市 農 業 を 発 信 す る 建 築

c y 1 3 0 4 5   安 井 雅 人

主 査 　 前 田 英 寿

副 査 　 横 山 太 郎
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店 舗

対象敷地内にある既存住宅を本研究の集合住宅のエントランス及び店舗に

コンバージョン利用する。店舗には、本研究における新たな住人および、

周辺地域に点在する農家の方々の生産物の総合直売所を計画した。

i. 挿入要素 ... 発信機能

ii. 提案

・住民動線と一般動線を分離する。 

・直売所を設ける。ただし、可動式のユニット建築とし需要に応じて変化

 できるものとする。

・農地とそれに付随する飲食店舗を設ける。


